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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
アリに巣場所を提供して共生関係を結びそのアリに対植食者防衛を担わせる、アリ
植物と呼ばれる植物が世界中の熱帯雨林域に分布している。いくつかのアリ植物を
対象に、アリとの共生関係の基本特性や種特異性、共進化過程、生息場所の環境条
件や撹乱が共生関係に与える影響、共進化過程などについて、これまでに数多くの
研究がなされてきた。それらの研究の多くはアリ植物とそれに共生するアリとの間
の密接な相利共生関係に強い関心を向けているが、さまざまなアリ植物にアリとと
もに重複共生をするカイガラムシに着目した研究はほとんどなされてこなかった。
本論文は、東南アジアの熱帯雨林に分布するオオバギ(Macaranga)属アリ植物の共生
アリ巣内に生息するカイガラムシに焦点をあて、これまで知見の乏しかったその生
態学的な基本特性を明らかにしようとしたものである。 
第１章では、本論文における研究の背景と目的が適切に述べられている。オオバギ
属アリ植物において既存の研究成果が要領よく整理されるとともに、オオバギ属の
アリ植物と共生アリの相互関係の進化生態を理解するには、そこに重複共生をする
カタカイガラムシ（以下、共生カイガラムシと称す）が植物やアリにどのような影
響を与えているのかを明らかにする必要があるとの重要な指摘をしている。 
第２章では、本論文研究がおこなわれた調査地と調査対象としたオオバギ属につい
て、先行研究によって蓄積された知見を整理し、研究を展開するのに必要な情報が
適切にまとめられている。 
第３章では、共生アリ女王による営巣開始直後のオオバギ属アリ植物の実生に共生
カイガラムシと非共生カイガラムシそれぞれの分散型若齢幼虫を実験的に導入し
た。この実験の結果と、樹上に設置した粘着トラップによる風分散昆虫の採集の結
果に基づき、共生カイガラムシは若齢幼虫期の風による分散によって他の植物個体
にある共生アリの巣内に定着しており、共生アリは特定の共生カイガラムシのみを
選別して受け入れていることが示された。この結果は、アリ植物の共生カイガラム
シ類においては、風による分散・定着が確認された初めての例であり、アリ植物と
アリおよびカイガラムシの共生系の成立を理解するうえで重要な知見を示したこと
は高く評価される。 
第４章では、大木になるアリ植物M. beccarianaのさまざまなサイズの個体を伐倒
することにより、植物の成長に伴う、植物—アリ—カイガラムシ共生系の３者のバイ
オマスの相対比の変化を検討した。植物の成長に伴ってカイガラムシとアリのバイ
オマスは増加し続けるが、それぞれの増加率は植物が複数の枝を伸長させた後に低
下し、アリに対するカイガラムシのバイオマス比は植物の成長段階にかかわらずほ
ぼ一定であることが明らかになった。また、植物のサイズに関わらず、共生カイガ
ラムシは定着後の若齢幼虫期に死亡率が高くなっていることが推定された。これま
での研究では、植物の成長初期段階においてのみ、３者のバイオマスの相対比が明
らかにされていたが、成長全期間を通した変化を定量的に明らかにしたのは、本研
究が初めてであり、本章の結果は高く評価される。また、共生カイガラムシの齢構
成を明らかにした研究はこれまで皆無であり、その点においても、本章の結果は重
要である。 
第５章では、共生アリ女王が単独で定着した直後のアリ植物M. bancanaの実生を用
意し、アリ巣内の共生カイガラムシの有無を実験的に操作した結果、共生カイガラ
ムシ不在の場合には、共生アリのコロニーの生存率が著しく低下し、コロニーが生
存した場合でも共生カイガラムシが定着している場合に比べてコロニー成長率が著
しく低下することが示された。共生アリ巣内のなかに生息するカイガラムシの個体
数を実験的に操作することが技術的に困難であるために十分な反復を確保できてい
ないが、先行研究が避けていた困難に挑戦して実験操作を試み、共生アリのコロニ
ー成長にとって、特定のカイガラムシとの共生が不可欠であることを示唆する結果
を初めて示したことは大いに評価できる。 
第６章では、前章までの結果をまとめ、オオバギ属アリ植物と共生アリの相利共生
系における共生カイガラムシの役割を総合的に考察している。アリ植物とその共生
アリの共生系の成立過程と維持機構を理解するには、共生カイガラムシの生態を詳
細に調査する必要のあることを示したことは、本研究の重要な成果である。 
以上のように、本研究は、熱帯雨林のきわめて高い生物多様性を創出・維持する進
化的・生態的機構の一つとして重視されている、アリ植物と共生アリの相利共生系
において、これまで看過されてきた第３の共生者であるカイガラムシが重要な役割
を果たしていることを、初めて実証的に示したものであり、生物間相互作用の理解
に重要な貢献をもたらしたものと評価できる。本研究の成果は、相関環境学専攻自
然環境動態論講座の目的の一つである、生物多様性をもたらす機構の解明に貢献す
るものであり、本研究は同講座にふさわしい内容を備えたものと言える。 
よって、本論文は博士（人間・環境学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成27年1月20日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、著作権に係る制約がなくなるまでの間、当該論文の全文に代えてその
内容を要約したものとすることを認める。 
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